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本報告書は、ユニバーサル製缶株式会社のCSRに対す
る考え方や取り組みなどについて、当社を支えてくださ
るステークホルダーの皆さまに分かりやすく報告し、ご
理解いただくことを目指しています。

また、飲料用アルミ缶メーカーとして、当社が事業活動
を通じて社会や地球に対して果たしている役割や取り組
み等についても掲載しています。

本報告書に掲載していない関連情報の詳細は、ホームペ
ージ上でも報告していますので、併せてご参照くださる
ようお願いいたします。

当社ホームページURL  http://www.unican.co. jp/

【報告範囲】
［対象期間］2010年度（当社事業年度：2010年４月～2011年３月末）を
 中心に、一部には2011年９月末までの状況報告や2010年度
 以前の活動も含めて掲載しています。
［対象組織］ユニバーサル製缶株式会社、新菱アルミテクノ株式会社
［発行時期］2011年10月（次回：2012年10月予定、前回：2010年10月）

本報告書には、過去または現在の事実に関するもの以外に、当社の将来に対
する予測・予想・計画等も掲載しています。これらは現時点で入手可能な情報
に基づく仮定ないし判断であり、将来の事業環境の変化等によって影響を受
ける可能性があることをあらかじめお断りいたします。

編集方針

「人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供」
■ 食の安全・安心に貢献します

■ 環境負荷の低減を追及します

■ お客様の立場に立って、
　 価値ある技術、製品、サービスを提供します

経営理念

■ CSR 活動を推進し、全てのステークホルダーから
　 信頼される会社になる

■ 業界トップの品質、コスト競争力を実現し、
　 価値ある技術、製品、サービスを提供し続けることにより、
　 顧客から信頼される戦略パートナーとなる

■ 健康で安全な職場環境を構築し、
　 働く喜びと挑戦意欲に満ちた元気な会社になる

経営方針
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ユニバーサル製缶株式会社
2005 年 10月 1日
〒 112-8525 東京都文京区後楽 1-4-25　日教販ビル 8階
80億円
三菱マテリアル株式会社　80％
ホッカンホールディングス株式会社　20%
取締役社長　白井　啓一
約 900名（2011 年 8月末現在）
結城工場、群馬工場、富士小山工場、岐阜工場、滋賀工場、岡山工場
大阪支店
飲料用アルミ缶の製造、販売及び研究開発
新菱アルミテクノ株式会社

ユニバーサル製缶株式会社の概要

社 名
設 立
本 社
資 本 金
出資比率

代 表 者
従業員数
生産拠点
支 店
事業内容
関係会社

会社概要

本社
〒112-8525
東京都文京区後楽 1-4-25 日教販ビル８階
Tel ：03-3868-7470
Fax ：03-3868-7467
③ISO9001 　

③ISO9001, ISO14001, ISO22000

③ISO9001, ISO14001, ISO22000

③ISO9001, ISO14001, ISO22000

③ISO9001, ISO14001, ISO22000

③ISO9001, ISO14001, ISO22000

③ISO9001, ISO14001, ISO22000

③ISO9001, ISO14001, ISO22000

③ISO9001 ③ISO9001 

事業所概要 ①操業開始年・月　②製品　③取得 ISO
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Can For You!
全社員が誇りと気概を持ち
食の安全･安心にさらなる貢献を！

社長メッセージ

「CSR報告書2011」の発刊に当たり、ユニバーサル製缶社のCSR活動が目指すところについて、
白井啓一取締役社長にインタビューを行いました。

――ユニバーサル製缶社のCSR（企業の社会的責任）
活動の基礎となる企業理念についてお話しください。

白井社長　はじめにインタビューに先立ちまして、3

月11日に発生した東日本大震災において亡くなられ

た方々に深く哀悼の意を表するとともに、被災された

多くの皆様に心よりお見舞い申し上げます。

　今般の震災において、当社は、東日本地区の結城工

場、群馬工場、富士小山工場の３工場に影響がありま

したが、幸い人的被害はありませんでした。影響のあ

った３工場の操業については、各方面関係者の皆様の

ご協力と、西日本地区の工場からの支援により、地震

発生から比較的早期に復旧することができ、操業を再

開できました。また、復旧作業と並行して、お客様へ

の製品安定供給にも努めた結果、お客様からはこれま

で以上に厚い信頼をいただいております。

　当社が掲げる「人と社会と地球にやさしい飲料容器

の提供」という経営理念の実現に向け、本業（飲料用

アルミ缶の製造・研究開発及び販売）を通じ、全社一

丸となって事業活動を行っていくことこそが当社の

CSRと考えております。今般の大震災においても、

当社経営理念の下、ステークホルダーの皆様のために

全力で取り組んでまいりました。

――「安全・安心」についてどのようにお考えですか。
白井社長　当社経営目標に「安全第一、危険ゼロ」を

一番目に掲げていますのは、「安全は全てに優先する」

という考え方に基づいているからです。安全を疎かに

しては事業活動を継続していくことはできません。今

後も引き続き、「安全最優先」を全職場に徹底してい

きたいと思っております。

　また、2009年３月に岡山工場が認証取得した

OSHMS（労働安全衛生マネジメントシステム）は、

現在他工場へ着実に水平展開され、各工場では認証

取得にかかわらず、自主的な労働安全に対する取り組

みを行っています。

　今後は、OSHMSのようなハード面（管理システム

構築活動等）はもとより、ソフト面（個人・職場での自

主活動）のさらなる強化を図るべく、個人のレベルア

ップに向けて活動を推進していく所存であります。

――本年1月をもって、ISO22000（食品安全マネジ
メントシステム）の当社全工場認証取得が完了しまし
たが、「食の安全」についてはどうお考えですか。

白井社長　ISO22000（食品安全マネジメントシス

テム）は2005年から認証取得に向けて活動を進めて

まいりました。2007年６月の結城工場認証取得から

始まり、本年１月の岡山工場取得をもって全工場が認

証取得したことになります。関係者をはじめ、全社一

丸となった結果、我が国アルミ缶業界の中でいち早く

「食の安全・安心確保」の体制を構築することができま

した。このISO22000全工場認証取得を機として、

「食の安全・安心」にさらなる貢献をすべく、今後も全

社員が心を一つにして取り組んでまいります。



4ユニバーサル製缶 CSR 報告書 2011

取締役社長

――当社ではかねてより人財育成に力を入れていま
すが。

白井社長　今後も当社が事業を通じて社会に貢献し、

持続的に発展していくためには、長い歴史の中で培わ

れてきた技能・技術や経験を正しく伝え、活かしてい

く人財教育が必要不可欠と考えております。その考え

を基に2009年に「人財開発部」を設置し、現在全社

的な人財教育に取り組んでいます。

　具体的には、①ウェブ上に「アルミ缶大学」を開設

し、業務遂行上必要とされる高水準、かつ広範囲の知

識・技能を備えた社員の育成、②「SEEP（スキル評価

と教育プログラム）」という独自システムによる技能の

伝承、③「階層別研修」の見直しを行い今後の持続的

発展を担う各担当職務のプロフェッショナル育成――

などを組織的に行っています。

――社会的責任を果たすために、コンプライアンスに
も尽力していますが。

白井社長　社員のコンプライアンス意識の向上には、

経営者が上から説くだけではなく、社員一人ひとりが

自己の判断で、社会人、そして人として高いプライド

を持ち、良識ある行動をとらなければなりません。そ

のためには、日常の職場でのコミュニケーションが重

要であると考えており、今後も全社員に対して意思疎

通の重要性を説いていきたいと思っております。

――最後に、ステークホルダーの皆様へのメッセージ
をお願いします。

白井社長　冒頭でもお伝えいたしましたが、当社経営

理念の実現に向けて健全な事業活動を行うことが当社

のCSRであり、これからも変わることはありません。

　今後も、ステークホルダーの皆様に対する感謝の思

いを持ち続け、当社が果たすべき役割を自覚し、より

豊かで、安全かつ安心して暮らせる社会の実現に貢献

してまいります。

　Can　For　You ！のスローガンの下、全社員が誇

りと気概を持ち、邁進していく所存ですので、ステー

クホルダーの皆様にはさらなるご指導・ご鞭撻をよろ

しくお願い申し上げます。

――どうもありがとうございました。



5 ユニバーサル製缶 CSR 報告書 2011

経営報告
Management Report

私たちの部門のCSR活動 各部門担当役員メッセージ

チームワークを大切に
目標にチャレンジする職場作り

経営・管理部門、内部統制

常務取締役

富永　泰夫

お客様と生産現場・技術陣との
間に立つ橋渡し役

常務取締役

渋谷　宝作

営業部門、海外戦略担当

チームワークで所期目標達成
　経営・管理部門は、社員の皆さんが安全・安心して働ける
会社になっていくことをサポートする役割を担っておりま
す。2010年度も社員の皆さんがチームワークを大切にして、
目標に向かって大いにチャレンジしていただきました。依然
厳しい事業環境の中にあって、関係各方面のご支援をいただ
き、生産性向上、品質向上、納期確保などに取り組んできた
結果、所期の目標を達成することができました。
　今回の東日本大震災においては、社員の皆さんから被災
者・被災地への義援金・見舞金の募集活動にご賛同いただき、
多額のご協力をいただいています。また、会社としても東北
地方の自治体に対して寄付金を拠出しております。

「安全」「品質」「生産」の３部門の最優秀工場表彰
　アルミ缶事業を持続的に発展させていくためには、職場を
活性化し、社員の皆さんの元気あふれるチャレンジ精神が発
揮され、それを公正に評価することが肝要だと思います。
　2010年度下期から、「安全」「品質」「生産」の３部門の年
間成績を評価し、それぞれ最優秀工場を表彰する「年間最優
秀工場表彰制度」を導入しています。2010年度下期におい
ては、安全・品質部門では岐阜工場、生産部門では滋賀工場
が受賞しました（詳細P14ご参照）。今年度もさらに取り組み
を強化していくこととしており、下期の改善発表会では、生
産部門に加え、本社部門からも改善テーマを募集しています。
各職場からのチャレンジングな改善発表を期待しています。
　今後も経営・管理部門では、皆さんの中期経営計画への取
り組みをサポートし、全社員が気概を持って目標にチャレン
ジできる職場作りに努めてまいります。

お客様や消費者のニーズに応えたエンボス缶の増販
　営業部門の使命は、高品質かつ食の安全・安心に貢献でき
るアルミ缶をお客様・消費者に安定的にお届けすることにあ
ります。その一環として、ISO22000の認証を全工場にお
いて取得することができ、食の安全・安心の面で同業各社を
一歩リードすることができる体制となりました。
　営業部門としては、関係各部門との連携を密にしていま
す。それによって新製品、新技術を導入し、お客様や消費
者のニーズに応えており、その成果のひとつとしてエンボ
ス缶の増販があります。
　また、当社が市場に提供しているボトル缶が、多くのお客様
に採用され販売量を伸ばしています。しかし、少子高齢化など
により今後国内の飲料容器需要は大きな伸びが期待できない
ため、海外市場、特に韓国、台湾、中国などへの販売拡大を積
極的に進めており、中国には現地事務所を開設しました。

お客様との信頼の絆を継承する次代を担う人財育成
　今後も、営業部門としては、お客様と生産現場・技術陣と
の間に立ち、橋渡し役を担っていくべきだと考えます。お客
様の要望を的確に聞き取ると同時に、生産現場や技術陣と
も連携をとりつつ、より良い製品作りと価値あるアルミ缶の
提供を目指しています。
　2011年度もそうした活動を地道に継続していくことで、
新商品のスピーディーな開発・上市に努め、お客様から信頼
いただける企業を目指していく所存です。
　また、営業部門は人財が担っていると言っても過言では
ありません。長年にわたって築かれてきたお客様との信頼
関係を今後さらに良いものとするため、お客様満足度の向
上に邁進できる、次代を担う営業担当者の育成に努めてま
いります。
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経営報告
Management Report

――ユニバーサル製缶社は、価値ある技術、製品、サービスの提供を通じてステークホルダーに信頼される企業となる
ことを目指しています。そこで、各部門の 2010 年度の取り組み状況、今後の活動内容などについて各部門担当役員よ
り報告いたします――

業界初、ISO22000の認証取得
を全６工場で完了

品質保証部門

次代を担う人財を長期的な
視野に立ち継続的に育成

取締役

葛西　和明

人財開発部門

品質不良の低減が着実に進む
　品質保証部門は、お客様や消費者の皆様に「食の安全・安心」を
保証したアルミ缶をお届けすることを使命としており、従来から
生産・営業・技術開発部門と連携した品質保証活動を行っていま
す。その一環として、ISO22000の認証を進めてまいりました
が、2011年１月岡山工場の取得をもって全6工場で完了しまし
た。これはアルミ缶業界初であり、お客様からも高い評価をいた
だいています。この全工場認証取得は各工場の皆さんのアルミ
缶作りに対する気概、熱意に支えられたものと思っています。
　品質不良の撲滅を目指し、発生源対策と流出防止の両面か
ら生産・営業・技術開発部門と連携して着実に取り組んでい
ます。また、昨年から品質保証活動の重要な柱として｢変化・
変更点管理｣を推し進め、製造工程で変化や変更点等があっ
た場合には、確実にチェックを行うようにしています。これ
は、昨今、お客様のニーズ多様化に伴う工程変更、版替え等
の増加による品質不良の発生を抑えることを目的としており
ます。本年度第一四半期のクレームについては、昨年同時期
に比べて３分の１程度と大幅に減少しています。

変化・変更点確認の完全定着を
　現在、世界各国で食品の製造と流通に関わる大手が、より
高度に食品の安全衛生を担保するマネジメントシステム
FSSC22000の取得を検討しています。これはISO22000
の発展型とも言われますが、今後、食品容器メーカーにとっ
ても必要十分条件になってくることが必至とみられています
ので、当社としてもこの認証取得の検討を始めています。
　さらに、品質部門としては昨年度から取り組んでいる「変
化・変更点の確認の完全定着」を、今年度も引き続き重点課
題とし、これを徹底することによって、品質管理効率の向上
を図り、コスト削減につなげたいと考えております。

アルミ缶大学、SEEP、階層別研修を三本柱に
　人財開発部門は、ユニバーサル製缶社の持続的発展を担う人財育成
を専門に担当する部門として一昨年スタートしました。この2年間で、
①アルミ缶大学、②SEEP（スキル評価に基づく教育プログラム）、③
階層別研修を三本柱とする教育体系を策定し、運用を行っています。
　2010年度、アルミ缶大学については固有技術について50講座が
Web上に掲載されており、これを各自で学習してもらうと共に、｢保
全技術｣｢品質管理｣については、実技を伴う集合研修を富士小山工場
で開催しています。入社3年目が30名、6年目が18名受講済みです。
　SEEPは、OJTを支援して現場で必要とされる技能（スキ
ル）を伸ばしていこうという教育プログラムで、各工場のボ
ディ部門では8工程別に各人のスキル評価を行い、教育計画
を立て、2011年度上期からOJTを実施中です。そのためす
でに2010年度20名、2011年度40名のOJTトレーナーへ
の研修を実施し、さらに今後20名を予定しています。
　階層別研修も、従来当社では新入社員教育の20年後に中
堅社員研修が行われていましたが、間が空きすぎるというこ
とで、入社6年目、入社10年目に一般社員研修を行うことと
しました。職場の中核としての役割を認識し、職場でのコミ
ュニケーション能力を高めていくことを目指すものです。

持続的発展は全員のスキルアップがベースに
　現状では、納期対応で繁忙を極めている現場もありますが、当
社が持続的な発展を遂げていくためには、安全を最優先し、より
効率的な生産と、より高度な品質管理がベースとなります。また、
当社のような装置産業では、全員の運転及び保全スキル向上によ
ってお客様に満足していただけるアルミ缶作りが可能となります。
今後も次世代を担う人財を長期的な視野に立ち、継続的に育成し
ていきたいと考えていますので関係部門の皆さんにこれまで以上
に人財育成について理解と協力をいただきたいと思っています。

常務執行役員

吉田　道仁
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私たちの部門のCSR活動 各部門担当役員メッセージ

安全第一・危険ゼロと
環境事故ゼロを目指す

執行役員
安全環境部長

細田　良司

安全環境部門

高品質・高効率生産と
省エネを追求

生産、技術開発部門

15％節電対策下での安定操業
　生産部門では、安全を最優先し、所定の品質でコスト削減
と省エネを行う中で計画通りにアルミ缶を作ることに日々取
り組んでいます。「安全第一･危険ゼロ」の経営目標のもと、
近年コスト効率と省エネのバランスが重視されるようになっ
てきました。当社の各工場は、最も新しい滋賀工場が1993
年の操業開始であり、全工場の設備の老朽化が進んでいま
す。その改造･更新に当たっては、生産効率の向上とともに
省エネの観点から設備投資等の審査を行っています。
　また、緊急対応として、東日本地区の３工場における節電
対策を実施していました。アルミ缶工場では電力が断続的に
供給されることは生産に大きな支障を来たしますが、国家的
課題として当社も万難を排して15％の節電に努めています。
同地区内の結城工場では１ヶラインを指定時間帯に稼働を停
止しながら操業を継続しています。
　技術開発部門としては、食の安全･安心を確保するアルミ
缶の進化を日々追求しています。現状では、コスト削減と省
資源に直結するアルミ缶の缶胴、缶蓋両面の軽量化に取り組
んでおります。

今後の節電・省エネ対策の検討も開始
　今年の夏の節電対策については、全社の皆さんが知恵を出
し合って何とか生産量は確保できる中で乗り切れましたが、
今冬、さらに来年の夏場がどのようになるのか、見通しが立
っていません。当社としても将来の電力問題の影響に対応す
べく検討が必要となってきます。
　生産コストの削減と省エネという長年のテーマを念頭に、
生産部門･技術開発部門、さらに営業部門とも連携を強めて
お客様からこれまで以上に評価されるアルミ缶を安定的に供
給していきたいと思います。

安全感度を高める”体感教育”を全員に
　安全関係の重点活動は、①「人」のレベルアップ活動、②「設備」の
リスク低減活動、③OSHMS（労働安全衛生マネジメントシステム）
の水平展開、④安全活動の有効性確認――の４項目で、「人」と「設備」
の活動については、強化して取り組んでいます。①「人」のレベルア
ップでは昨年体感教育を受けた社員は996名で、ほぼ全員となりま
した。また、②設備のリスク低減については、昨年、設備の不具合や、
不安全箇所1,339件を摘出し、1,246件を是正しています。
　環境関係では、環境方針の重点取り組み項目の３項目、①省エ
ネ推進、②水質管理、③廃棄物管理と、④環境法令遵守の仕組み
確立に加えて、⑤温室効果ガスの排出削減――の５項目を重点課
題として活動しています。また、これらを効果的に実施するため
にISO14001を基盤としたEMS（環境マネジメントシステム）の
再構築に取り組んでいます。例として①省エネ推進では、各工場
でラインが停止中には無駄な電力を使わずに小まめにスイッチを
切る、これを「見える化」することによって省エネを行っています。
②水質管理については、事故に備えた基礎知識向上のために「水質
管理テキスト」を作成し、アルミ缶大学内にて全社的な情報共有化
を進めています。③廃棄物管理については、缶成型工程で使用す
る潤滑油の廃油処理を社内で行うシステムを検討しています。さ
らに、⑥温室効果ガス削減については、熱回収ヒートポンプシス
テムや風力発電など新技術導入について幅広く検証し、実効性を
検討しています。

全社一体で安全を最優先に
　安全関係は、「安全第一･危険ゼロ」を目標に、今後も全工場で着
実に取り組んでいきますが、繁忙期を迎える中でも一層全社員が気
持ちを引き締めて、ゼロ災害を目指していきたいと考えています。
環境関係についても、「環境事故ゼロ」を目指していきます。法令
遵守の徹底とリスクアセスメントによる環境保全を各工場で実施
していくために教育用シートを作成しています。社員一人ひとり
が自分たちの工場を守るという意識を基盤として、関係各部門と
連携して「環境事故ゼロ」を目指したいと思います。

常務執行役員

中村　博志
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群馬工場では、今年度の場所目標に「危険ゼロの実現」を
掲げており、そのために全員参加による不具合の抽出を推
進しています。特に危険リスクが高いもの、繰り返し発生す
る事項に重きを置き、是正を確実に行うべく進めています。
また、安全に対する環境づくりも大切な事であり、先輩、後
輩、上司、部下を問わず危険行為を行っている人を見かけた
ら、お互いに注意し合える職場環境を作り上げていきます。

群馬工場長

北村　貴彦

労働安全

滋賀工場から排出される水は、琵琶湖を介して滋賀県の他、
大阪や京都の一部地域の水源になっている背景もあり、滋賀工場
では特に、水質事故の撲滅に注力しています。2010年度は、緊
急時の設備的な備えとして、最終放流口に『緊急遮断装置』を設
置しました。2011年度以降は、緊急時の設備的な備えの強化は
当然ながら、発生源対策、排水処理設備の老朽部の補修計画、
緊急時の『人』的な備え（環境事故想定訓練）も充実していきます。

滋賀工場長

保谷　敬三

環境

結城工場では、４年前より保全技能を中心に教育をしています。
先生役を決め受講者は自主的に応募し、最終的には保全技能資格
を取得します。年々合格する人も増えてきており、そのスキルを現
場で生かすためにも「人財育成」で最も重要である職場内でのコミ
ュニケーションをさらに活発化させ、強い信頼関係を築く事で、ど
んな事でも解決できる強い工場創りを目指します。それにより、お
客様に安心して頂ける製品を提供できるよう、取り組んでいきます。

結城工場長

大谷　俊介

人財育成

岐阜工場は４つの缶胴生産ラインを有しており、缶の種類も小形
缶やエンボスデザイン缶他、多岐にわたっています。QMSの有効活
用を図るためQC工程表（品質管理のための作業手順一覧表）の運用
と適切な見直しも積極的に実践し、サイズチェンジ等の仕様変更時
のポイントや設備稼働上の変化点を見逃すことの無いよう、それら
の正確な記録及び維持管理に努めています。お客様の信頼に従業員
全員でお応えすべく、さらなる品質の向上に取り組んでいきます。

岐阜工場長

関根　英幸

品質

東日本大震災の影響で私達は計画停電を体験し、電気の大
切さ・その依存度の大きさを知りました。またガソリン不足に
より車通勤が困難なことに驚かされました。結果的に省エネへ
の啓蒙が飛躍的に進み、もはや躊躇することなく省エネ実行
あるのみです。社内で省エネ情報をしっかりと共有化し、皆さ
んのアイデアを一つ一つ形にして、きめ細かい活動を積み上げ
ていきましょう。なでしこジャパン達のパスワークのように。

*QMS(Quality Management System):品質マネジメントシステム

*FSMS(Food Safety Management System):食品安全マネジメントシステム

富士小山工場長

新宮領　拓郎

省エネ

岡山工場はユニバーサル製缶社全6工場の締めくくりとして、
2011年１月24日にＩＳＯ22000の認証を取得しました。今年度
も国内においては食品に関する事故が相次いで報告され、「食の
安全・安心」に対するニーズはますます高まっています。そのよう
な環境下、岡山工場としては当社マネジメントシステムの基礎であ
るQMS*との複合を見据え、FSMS*の効果的運用と着実な食品
安全ハザードの低減に向け、工場一丸となり邁進する所存です。

岡山工場長

梅田　涼二

食品安全

私たちの工場のCSR活動
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コーポレート・ガバナンス

CSR推進体制

CSR教育の実施

CSRへの全社的な取り組み

 意思決定及び業務執行の体制
　当社における経営の意思決定および監督につきましては、現在取
締役５名で構成される取締役会において行っています。また、意思
決定の迅速化と機動的な会社運営体制を構築するために、執行役員

制度を導入しています。この構成は、迅速な意思決定を行うととも
に、経営の客観性と透明性を確保するうえで適正と考えています。
この他、取締役会に付議される案件は、取締役社長および数名の社
長補佐役員で構成される経営会議にて事前に十分な審議を行い、意
思決定の適正化を図っています。

監査体制
　当社の監査体制は、監査役・監査役会による業務監査・会計監査、
会計監査人による会計監査、業務監査部による内部監査と三様の監
査体制を敷き、業務の改善に努めています。監査役会は、取締役の
職務執行を監査し、その適正確保に努めています。
　業務監査部は、取締役社長直属の組織として、主に業務内容全般
の適法性、合理性、能率性などを監査し、本社、事業所および関係
会社の内部監査結果を経営会議に報告します。また、被監査部署に
対して改善指導を行います。その他、三菱マテリアル社の経営監査
も受けています。

ＣＳＲ活動
　当社は会社設立以来、企業の持続的発展に必要不可欠となるステー
クホルダーからの信頼を得るため、不祥事・事故などの未然防止に向
けたリスクマネジメント活動、コンプライアンスの強化徹底を基礎と
したCSR活動に取り組んでいます。
　CSR委員会は、取締役社長を委員長に、2011年6月28日付で新
たに管理部門・内部統制関係担当役員を副委員長とし、本社各部門の
担当役員、工場長および常勤監査役（オブザーバー）で構成していま
す。CSR委員会は毎年度末に開催され、当該年度の活動報告と次年
度のCSR基本方針および活動計画などを審議しています。
　また、全社員のCSR意識の向上を目的として、各部門担当役員、工
場長および関係会社社長をCSR責任者とし、その下にCSR管理者お
よびCSR担当者を置き、全社を挙げてCSR活動に取り組んでいます。

コンプライアンス
　法令やルールの遵守は、適正な事業活動の基礎となります。全社員
のコンプライアンス･マインド向上を目指して、昨年度は以下の取組み
を行っています。
①三菱マテリアルグループ企業倫理月間（毎年１０月）における啓蒙活動
・社内報秋号の特集記事「企業倫理月間を迎えるに当たって」
・各職場における企業倫理教育の実施（三菱マテリアル社作成の「私たちの行
動指針10章ケーススタディ集」などを活用した講習会、職場ミーティングの実施）
②コンプライアンス教育
・CSR教育と一体化したコンプライアンス教育を実施

 リスクマネジメント
　当社では、管理部総務・人事室がCSR委員会事務局としてリスク
マネジメント実施部署（本社部門、工場及び関係会社）と連携して、
リスクマネジメント活動を推進しています。
　毎年度、リスクマネジメント実施部署はリスクを洗出し、当該リ
スクの発生確率、被害規模などを総合評価します。当該リスクの一
部については、リスクアセスメント、リスク対策を実施しており、
PDCA (Plan、Do、Check、Action）サイクルで取り組んでいます。
今後もリスクマネジメント活動の精度を向上させていきます。

　2010年度は、全従業員のCSR意識向上を図るため、11月から
12月にかけて、主にCSR責任者、管理者、担当者を対象にした
CSR教育を実施いたしました。

今後も、当社経営理念である「人と社会と地球にやさしい飲料容器の
提供」を実現するために全社を挙げてCSR活動を推進していきます。

取締役・執行役員
業務執行部門

CSR委員会経営会議

選定
解職
監督

選任・解任 選任・解任

コーポレート・ガバナンス体制

CSR推進体制

CSR推進体制組織図

本社　工場　支店　新菱アルミテクノ社

株主総会

取締役会 監査役

委員長

事務局 常勤監査役副委員長

CSR責任者

CSR管理者

CSR担当者

CSR責任者

CSR管理者

CSR担当者

CSR責任者

CSR管理者

CSR担当者

各工場各部門 関係会社

業務監査部

会
計
監
査
人

CSR委員会

CSR委員会

CSR委員会事務局（管理部総務・人事室）

経営会議

取締役会

取締役・執行役員
業務執行部門

CSR委員会経営会議

選定
解職
監督

選任・解任 選任・解任

コーポレート・ガバナンス体制

CSR推進体制

CSR推進体制組織図

本社　工場　支店　新菱アルミテクノ社

株主総会

取締役会 監査役

委員長

事務局 常勤監査役副委員長

CSR責任者

CSR管理者

CSR担当者

CSR責任者

CSR管理者

CSR担当者

CSR責任者

CSR管理者

CSR担当者

各工場各部門 関係会社

業務監査部

会
計
監
査
人

CSR委員会

CSR委員会

CSR委員会事務局（管理部総務・人事室）

経営会議

取締役会
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『人と社会と地球にやさしい
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環境への取り組み体制

環境マネジメント

　当社は、2006年度までに全社でISO14001の認証を取

得し、アルミ缶製造による環境負荷の低減に努めてきました。

2010年度からは、認証取得範囲主体を工場に絞り、さらな

る取り組み体制の強化を図っています。また、環境方針を実

践するために、社長が委員長を務める「全社環境委員会（a）」

で、環境に関する全社的な方向性の決定(ｐ)や、結果の評価

（検討・見直し）を行っています。同時に工場長を中心とした

「サイト環境委員会（A）」で、各工場の目的・目標を設定（P）

し、地域の条例などに応じた独自の環境保全活動を行ってい

ます（DC）。全社で取組むべき重点項目については、専門の

プロジェクトチームを設置して活動しています。

ユニバーサル製缶株式会社環境方針

　ユニバーサル製缶株式会社（以下、当社という）は、アルミニウム
製の飲料缶を製造している。
　当社は、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つである
事を認識し、事業活動に伴う環境負荷の低減を図るとともに、環
境に優しい製品を提供するため、次の環境保全活動を実施する。

1．環境意識の育成　
　当社は、事業活動が環境に与える影響を認識し、社員の一人一人が
環境保全に努めるよう、「ユニバーサル製缶株式会社環境方針」を全
社員に周知させることにより、環境意識の育成を図る。

２．環境マネジメントシステムの継続的改善及び環境汚染の予防
　当社は、環境保全を重要課題に位置付けて、環境マネジメントシ
ステムの継続的改善を図り、環境面のパフォーマンスの向上と環境
汚染の予防に努める。

３．環境関連法令の遵守　
　当社は、環境関連の法令、及び、社会的約束を遵守し、技術的、
経済的に可能な範囲で一層の環境保全に取り組む。

４．重点取組テーマの推進
　当社は、
１） 省エネ推進活動に積極的に取り組み、エネルギー原単位１％削
 減／年を達成する。
２） 水質管理活動に積極的に取り組み、外部流出事故ゼロを達成する。
３） 廃棄物管理活動に積極的に取り組み、廃棄物原単位１％削減／
 年を達成する。

５．再生地金の積極的使用
　当社は、アルミ缶のリサイクルにより生じる再生地金を積極的に
使用し、缶胴材の使用比率50％以上をキープする。

6．情報の開示
　この環境方針は社内外に開示する。

1. 省エネプロジェクト：
 エネルギー原単位１％削減

省エネ推進委員会を設置し、「エネルギー使用
量の見える化」をベースにした各工場の現場活
動と全社的な取り組みを重ねて、目標の達成を
目指します。

2. 水質管理プロジェクト：
 外部流出事故ゼロ

水質管理委員会を設置し、外部コンサルタント
の協力も取り入れ、規制値の遵守、事故防止の
ための管理体制、施設の運用方法の改善を継続
しています。

3. 産廃管理プロジェクト：
 廃棄物管理の徹底と原単位１％削減

廃棄物管理委員会を設置し、廃棄物管理の徹底、
法令遵守状況の確認、法令改正内容の周知を行
っています。また、廃棄物削減の取り組みとし
て原単位１％削減を目標に活動しています。

2011年度重点取り組み項目

補足）環境方針　５．再生地金の積極的使用について
　当社は、2005年1月、国内の製缶メーカーで初めてタイプⅢ環
境ラベル「EPD」を「缶胴の50％以上にUBCを使用した飲料用ア
ルミ缶」というカテゴリーで取得しており、「再生地金の積極的使用」
という当社の方針を明確に打ち出しています。

環境報告
Environment Report

ロゴマーク

＊タイプⅢ環境ラベルとは、製品の生涯（ラ
イフサイクル）の環境影響を数値化して公開
する仕組みで、消費者が環境負荷の低い製
品を選ぶための情報を提供します。
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サイト環境委員会



11 ユニバーサル製缶 CSR 報告書 2011

環境報告
Environment Report

物質フロー

総エネルギー使用量

製造ラインの稼働に使う電力、
製品乾燥に使うガスなどです。

（原油換算で　約7.5万KL）

2010年度原単位は前年比

0.3%減となりました。
省エネ法に沿って5年間の平均
で原単位1％減/年を目標に取
り組んでいきます。

原材料投入量

製品の原料となる、アルミコイル
や塗料などです。

11.2万 トン

アルミコイル約10万トン中、

材料の約60%は
再生材です。

水使用量

製品を洗浄する水などです。

175万 m3

製造する製品構成などにより

増減はありますが、この5年間

では平均1%減／年となっ
ています。今後も更なる節水

に努めてまいります。

大気・水域への排出量

製品の乾燥や洗浄に伴い発生
する水やガスの含有物質です。

SOx ： 06.2 トン
NOx ： 50.7 トン
ばいじん ： 09.2 トン
VOC ： 20.4 トン
CO2 ： 142,191 トン

BOD ： 03.6 トン
COD ： 07.7 トン
リン ： 00.1 トン
窒素 ： 02.5 トン

工場では、法令で決められた排出基準より厳
しい自主管理基準を設け、これの遵守に努め
ています。VOC＊については2009年度まで
に全工場、処理装置導入が完了しました。こ

れにより排出基準の1割
以下に減少しています。

産業廃棄物発生量

汚泥、廃油などです。

8,763 トン

重点取組テーマとして、排出原
単位1%削減を目標に掲げてい
ます。今年度は前年比

1.5%減を達成しました。

有害化学物質の排出量

33 トン
PRTR法＊に基づき、2010年に届出を行なっ
た対象物質の環境への排出量は33トン、移動

量は28トンでした。

INPUT

お　客　様

OUTPUT

生産活動

製　　品

＊『特定の化学物質の環境への排出
量等の把握等及び管理の改善の促
進に関する法律』

29.1億 MJ

※集計範囲　対象組織：ユニバーサル製缶株式会社全工場　対象期間：2010 年４月～ 2011 年３月

＊揮発性有機化合物。光化学
スモッグの一因。

アルミ缶製造における環境負荷

ものづくりには、多くの資源・エネルギーを消費し、様々

な副産物や廃棄物を排出するという側面があります。当社は、

限りある資源を大切に使うこと（INPUTの削減・有効利用）と、

地球環境の保全に貢献すること（OUTPUTの削減・管理）を念

頭におき、アルミ缶製造メーカーとしての特徴を活かした環

境負荷低減に取り組んでいます。
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アルミ缶リサイクル

リサイクル推進活動

LCA（ライフサイクルアセスメント：製品の生涯の環境影響評価）

環境に優しいアルミ缶

当社はUBC回収における地域の方との相互協力や、再生利

用までの様々なしくみ作りを通してリサイクル率向上に貢献

しています。例えば富士小山工場では2009年6月から「愛の

CANハート運動」を開始しました。これは従業員によるアル

ミ缶の自主回収によって積み立てた収益で、地元の福祉施設

等に寄付を行うことを目的としたものです。結果、１年間で

約3,100kgを回収し、その収益約18万円で地域

の小山町図書館へ高齢者や障がい者向けの大活字

本と幼児向けの視聴覚資料（DVD）合計27点を寄

贈することができました。当社は今後もさらなる

循環型社会実現に向け、様々な活動に取り組んで

いきます。

アルミ缶はリサイクルにおいて
様々な優れた特徴を持っています

■ 高いリサイクル率*1

この5年間は、90.9% →92.7% → 87.3%→ 93.4%→ 
92.6%で推移しています！　
*1　アルミ缶リサイクル率：再生利用重量／消費重量

■リサイクルによる省エネルギー
再生地金製造に掛かるエネルギーは新地金製造の３％です！

■クローズドループリサイクル
品質を落とさず何度でも同じアルミ缶に生まれ変わります！
＊参考：カスケードリサイクル（徐々に品質が落ちて他のものに再生される）

当社のアルミ缶は
■再生材使用率60％　
　当社は、環境負荷の低い再生材率*2を約60％使用する
ことで、ボーキサイト資源の節約と省エネルギー、そして
地球温暖化防止に貢献しています。
■一貫処理によりCO2排出30％減　
　また、三菱マテリアルグループの一員として、三菱アル
ミニウム社との協力により、UBC*3を溶解→鋳造→圧延→
アルミ缶用コイル材へと一貫処理率*4することで、さらに
環境負荷の低い（一般的な処理と比べCO2排出量30％減）
アルミ地金再生システムを確立しています。
*2　再生材＝再生地金＋製缶工程スクラップ
*3　UBC＝使用済飲料缶
*4　UBC一貫処理により、再生利用までの工程数削減による省エネや、途
　　中の輸送負荷軽減ができます。

当社は、LCAの手法を活用して、タイプⅢ環境ラベル

「EPD」と、「エコリーフ」を取得しました。タイプⅢ環境ラベ

ルとは、製品の生涯（ライフサイクル）の環境影響を数値化し

て公開する仕組みで、消費者が環境負荷の低い製品を選ぶた

めの情報を提供します。また、今後は情報提供だけでなく、

環境負荷低減の取組みにもLCA手法を活用すべく検討を開始

しています。
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ロゴ入り回収ボックス

メッセージを込めた回収車

http://www.epd-eco.com http://www.jemai.or.jp/ecoleaf/index.cfm

＊それぞれ詳細情報はWeb上に公開されています。

図書目録贈呈の様子

＊例）「ＥＰＤ」で情報公開している当社缶の環境影響データの一例
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エココンテスト受賞

輸送エネルギーの削減

岡山工場の水処理

環境負荷低減への取り組み

三菱マテリアルグループでは、サスティナブル（持続可能）

な社会の実現のために社員ひとりひとりの意識を高めるべく

「エココンテスト」制度を開始しました。当社富士小山工場は

この制度に2010年度の省エネ活動を応募し、努力賞を受賞

しました。受賞対象となったのは「工場空調設備更新」で、こ

れにより使用エネルギー及びCO2排出量が共に工場全体の

10％強削減を達成しました。また、対外的にもこの成果は

「関東地区電気使用合理化委員会委員長表彰優良賞」を受賞

し、また、この設備投資

においては環境省の補助

金制度（JVETS）を有効活

用したことなどが総合的

に評価されて、努力賞受

賞に至りました。富士小

山工場ではこの受賞に満足することなくさらなる低炭素社会

実現に向けて活動を継続していきます。

当社のアルミ缶や産業廃棄物などの輸送量合計が、2008

年度に3,000万トンキロを超え、2009年度に経済産業省よ

り「特定荷主」の指定を受けました。特定荷主としての義務で

ある「継続的に年平均１％以上のエネルギー使用原単位の削

減」の達成に向けた取り組みをし、結果としてその後の２年

間平均で10％以上の削減を達成することができました。こ

れからもエネルギー使用

及びCO2排出をさらに少

なくすべく、製品の輸送

距離を短くするために顧

客納品先に近い製造工場で生産・出荷ができるような生産計

画策定をメインに取り組んでいきます。

岡山工場では、2010年度にフィルタープレスを更新し、

その際、環境負荷低減にも繋がることから、最新式の「全室

単独濾布走行式フィルタープレス」を採用しました。この機

種は、濾布走行式により短時間での脱水汚泥引き剥しが可能

で、洗浄も毎回短時間で済み、濾布目詰りしにくく、安定し

て含水率65％以下が可能になります。含水率65％以下にな

りますと、従来の含水率から８％以上の低減により、脱水汚

泥量は23％以上の削減となります。

2011年度はフィルタープレスの運転状況を確認しなが

ら、岡山工場の成果を他工場に展開していけるように、さら

なる環境負荷低減に取り組んでいきます。

濾布走行機能
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2010年度下期より、当社各工場を対象として、「安全」、「品

質」、「生産」の３項目について年間成績を評価し、それぞれ

最優秀工場を表彰する「年間最優秀工場表彰制度」を導入しま

した。本制度は、職場を活性化させ、従業員のやる気を引き

出すことによって、操業面での成績向上に繋げることを目的

としています。

2010年度は下期のみが対象となりましたが、安全部門及

び品質部門を岐阜工場、生産部門を滋賀工場が受賞しました。

同制度導入により、生産現場の従業員が日常の業務におい

て、「安全」、「品質」、「生産」に対し、さらなる意識向上を図り、

より良い製品を提供していきたいと思います。

アルミ缶の軽量化
アルミ缶の軽量化は資源およびエネルギーの削減に貢献す

るテーマとして積極的に開発を進めています。2011年には

ビール系飲料で採用されている204径350ml缶胴で４%超、

500mlで５%超と大幅な軽量化を実現しました。性能を維

持しつつ材料の薄肉化による軽量化を実現するためには、缶

底形状の工夫や材料の適正化を図ることに加え、薄肉化に伴

い難易度が高くなる加工技術への対応が必要でした。当社の

英知を結集し実現した軽量缶の拡大を進めるとともに、さら

なる軽量化を目指して開発を続けていきます。

アメリカで開催された国際学会にて論文発表
2010年９月に米国航空宇宙学会（AIAA）と国際複合領域

最適設計学会（ISSMO）が共同開催した「第13回複合領域構

造解析・最適化会議」（MAO）にて当社がアルミ缶蓋シェルの

局部的な板厚減少量の最小化と、ボトル缶の開けやすさに関

する研究論文を２件発表しました。MAOは２年に一度開催

される設計最適化では世界最先端の航空宇宙分野をはじめ、

構造・強度を中心とする工学分野の最適設計研究者が最も注

目している会議です。研究開発で得られた知見と生産現場で

得られた経験を融合し、当社製品のさらなる軽量化を推進す

ると共に、お客様や消費者の満足度も一層高めることを目指

しています。

MAO 国際学会論文１
著者：Jing Han, Koetsu Yamazaki, Takayasu Otsuka, Takashi 
Hasegawa, Ryouichi Itoh, Sadao Nishiyama, 
題目：Thinning Minimization for Forming Aluminum Beverage 
Can End Shells, 
掲載先：Proceedings of the 13th AIAA/ISSMO Multidisciplinary 
Analysis and Optimization Conference (MAO-13), Paper No. 
AIAA-2010-9045 (In CD-ROM), 
Fort Worth, Texas, USA, September 13-15, 2010.
 
MAO 国際学会論文２
著者：Takanori Chihara, Koetsu Yamazaki, Saiki Sobajima and 
Jing Han, 
題目：Development of Evaluation Function for Openability of 
Opening Diameter of Aluminum Beverage Bottles and Its 
Application to Optimum Design, 
掲載先：Proceedings of the 13th AIAA/ISSMO Multidisciplinary 
Analysis and Optimization Conference (MAO-13), Paper No. 
AIAA-2010-9044 (In CD-ROM), 
Fort Worth, Texas, USA, September 13-15, 2010.

品質向上の取組み　―― 最優秀工場表彰制度

技術開発の取り組み

品質向上・技術開発への取り組み

2010 年度下期の最優秀工場に選ばれた工場長の皆さんと

MAO で研究論文を２件発表
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ISO22000（食品安全マネジメントシステム）は、フー

ドチェーン全体で食品安全ハザードを管理することによ

り、安全な製品をお客様へ提供するシステムです。当社は

業界に先駆け、飲料用アルミ缶メーカーとして、2007年

の結城工場での認証を皮切りに、今年１月に全ての製造工

場で認証取得が完了しました。これにより、全工場でシス

テム運営の体制が整いました。

ISO22000は、リスクマネジメントの一つであり、食

品安全に特化したシステムです。システム構築において、

製造ラインのインフラ整備と、従業員の衛生意識の向上が

達成できました。食品安全活動は、さらに製品の品質向上

へ繋がります。

当社は、ISO22000の活動を通じて、経営理念である

「食の安全・安心に貢献します」の確実な実現に向け、この

システムを運営し、顧客ニーズに合った安全で安心な製品

を提供します。

「鉄は熱いうちに打て」と言うことわざがあります。弊社

の技能教育も入社３年目・６年目・10年目の若手社員を対

象に、通信教育による座学と実技教育をスタートしました。

受講者からも好評で、「現場に必要な技術であり、もっと

早く学びたい」、「多くの人に学んで欲しい」と言った感想

が寄せられています。2011年度は、予習のための映像教

材を活用し、技術部と共に技能の効率的な習得にも取り組

んでいきます。

ISO22000 全工場取得

教育体系

食の安全と人財開発への取り組み

６年目技能研修

検査室入室の衛生ルール 検査室前室の様子

手洗所の整備

食品安全活動の状況

６年目技能研修
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全員が働きやすい会社をめざして

労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS）
　当社では、安全衛生水準の向上を図るため、労働安全衛生マネ
ジメントシステム（ＯＳＨＭＳ）を取り入れ活動を展開しています。
　この活動は継続的な安全衛生管理を自主的に進めることをシス
テム化することにより、労働災害の防止と労働者の健康増進、さ
らに進んで快適な職場環境を形成し、事業場ごとの安全衛生水準
の向上を目的としています。当社では現在、岡山工場が認定事業
場として活動している一方、結城・岐阜両工場がキックオフし認証
取得に向け活動しています。またその他工場も文書等整備しなが
ら、いつでもキックオフ出来る体制づくりを進めている状況です。

「安全は全てに優先する。」との意識をしっかり根付かせ、リスクア
セスメントで危険個所を撲滅し、全員参加で「安全第一、危険ゼロ」
を目指します。

セクシュアルハラスメント防止等の取り組み
　同じ職場に働く社員の意欲を阻害し、職場環境を悪化させるセ
クシュアルハラスメントやパワーハラスメントの防止と解決に鋭
意取り組んでいます。社員からの相談受付や苦情処理のための相
談窓口担当者を事業所ごとに選任、情報管理を徹底しています。
当事者のプライバシーや秘密の厳守はもちろん、相談者に不利益
が及ぶことがないように適切な対応を図っています。

メンタルヘルスケア
　通常勤務困難者への就労サポート並びに長期欠勤者の職場復帰
のサポートとして「就業・職場復帰支援プログラム」を構築していま
す。また、各事業所ごとのメンタルヘルス教育の実施等、メンタ
ルヘルスケアに取り組んでいます。

障がい者雇用
　障がい者雇用については、重要な経営課題として、全社を挙げ
て取り組んでいます。障がい者雇用率2.0％達成を当社目標とし

（法定雇用率1.8％）、2011年７月現在では2.09％となっており
ます。これからも当社目標の2.0％を保ちつつ、今まで以上に障が
い者の適性に応じた職域の拡大・開拓、継続的な職場環境の整備を
図っていきます。

定年退職後再雇用
　当社では定年退職者の技術や知識を、後輩への指導・教育に引き
続き活かしてもらうため、再雇用制度を導入しています。現在29名

（2011年7月現在）を各事業所及び関係会社で再雇用しています。

労使協調
　経営施策の実施には全社員の理解と協力が必要不可欠です。ユニ
オンショップ制のもと、四半期ごとに会社経営層と労働組合役員が
一堂に会する労使協議会等を開催し、経営方針などの重要事項をは
じめとする情報の共有化を図り、健全で良好な労使関係を構築して
います。また、日頃より各事業所において組合支部と、経営状況や
操業状況、業務運営等について、相互理解を深めています。

社員相談室
　当社内における法令・企業倫理違反等の不正行為の早期発見と是
正を図り、当社のコンプライアンス経営を強化することを目的に、
相談窓口を設置しています。
■連絡先
〒112-8525　東京都文京区後楽１- ４-25　日教販ビル８F

「ユニバーサル製缶㈱管理部  総務・人事室　社員相談窓口」宛
Fax 03-3868-7467　Eメール：ml-unimado@mmc.co.jp

東日本大震災　義援金・当社の被害と復旧状況

安全・快適な職場づくり

震災の影響と復旧状況
去る３月11日に発生した東日本大震災で被害に遭われた方々

に対しまして、心よりお見舞い申し上げます。
当社は、結城工場、群馬工場、富士小山工場で震災の影響を受

けました。結城工場は、揺れが大きく、工場建屋内部の損傷、設
備機器の破損、ズレ等の不具合が発生すると共に、工業用水が寸
断されたことにより10日程の操業停止を余儀なくされました。
群馬工場でも揺れが大きく、工場建屋が損傷しましたが、幸いラ
イフラインに影響がなく、２日程度で復旧することができました。
富士小山工場では、製造ラインは無事でしたが、製品を保管して
いる自動倉庫で製品の落下、荷ズレ等の不具合が発生し同倉庫の
自動運転ができなくなりましたが、３月27日には運転可能まで
に復旧しました。

このように３工場で震災による影響は受けたものの、各工場と
も比較的早い段階で操業を再開することができたのは、ひとえに

関係者のご協力とご尽力によるものであり、改めて御礼申し上げ
ます。

震災による被災者への義援金・見舞金・寄付金報告
義援金は、3月と7月の２回募集を行い、総額627,366円を、

また、見舞金は、４月に当社労働組合及び新菱アルミテクノ社と
共に募集活動を実施し、総額1,132,000円を、それぞれ募るこ
とができました。ご賛同、ご協力頂きました方々に対しまして心
より御礼申し上げます。なお、会社からは寄付金として300万円
を拠出（三菱マテリアルグループ全体として総額２億円）し、東北
地方の各自治体宛送金しています。

東日本大震災の復興まではまだ相当の時間と費用を要するもの
と考えられますが、今後も当社は復興のための一助となれるよう、
CSR活動を推進していきたいと思います。
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各工場の取り組み

地域との関わり

結城工場
結城工場では毎年、地方自治体等の工場見学を積極的に受け

入れています。製造方法の説明や、製造工程見学など、身近な
製品のできるまでを興味を持ってもらえるよう努めています。

工場見学を通じ、当社の経営理念である「人と社会と地球に
やさしい飲料容器の提供」について理解を深めてもらっていま
す。見学後には参加者から
数多くの感想を頂きました。
今後も工場見学を地域・社
会とのコミュニケーション
の場として大切にし、継続
して取り組んでいきます。

群馬工場
群馬工場では毎年４月に、子女就学祝い行事として小学校

に入学する従業員の子弟及び家族を対象に職場見学会を開催
しています。この行事は、自分の親がどんな職場で仕事をし
ているのかを見学して頂き従業員親子のコミュニケーション
を深めてもらうことをねらいとしています。

群馬工場ではこの行事をステークホルダーとの相互理解
の大切な機会と位置づけ、今後も継続して取り組んでいくこ
ととしています。

富士小山工場
富士小山工場では、「富士山をいつまでも美しくする会」の会員

として、富士山における恒常的美化の啓発普及を図ることを目的
に、毎年夏に開催される一斉清掃に参加しております。昨年は有
志を募り「須走口」の清掃に参加しました。当日は当社以外にも地
元役場・企業・一般参加者等約450名が須走口に集結しゴミ拾いを
行いました。富士山のゴミは年々減少傾向にあります。これも活
動結果の一部といえるでしょう。今後もこの活動を続け、地域社
会との交流を深めるとともに環境美化活動に貢献していきます。

岐阜工場
岐阜工場では、地域の水環境に影響を及ぼす工程で、日常保

全に加えて特別な管理体制を敷いています。排水処理設備で
は、地域の排水規制値より厳しい自主管理値を設定し、自動監
視装置を設け運用管理を行っています。さらに不測の事態に備
えて、工場の関係部署全てが連携した緊急事態対応訓練を定期
的に実施しており、環境事故防止に二重三重の対策を講じてい
ます。また、環境事故防止
を目的とした設備の環境リ
スク低減活動では、排水処
理設備の各貯水槽レベルの
自動監視による設備の緊急
停止や工場敷地外への流出
防止、老朽化設備の更新を
計画的に実施しています。

滋賀工場
2011年３月地元甲良町が「不法投棄 しない させない　地域

の力」を合言葉に、環境美化啓発の一環として取り組んでいる
「第13回犬上川クリーン作戦」が行われました。当工場からも工
場長以下10名が参加し、犬上川周辺の住民・企業・行政・関係団
体等約350名の方々と協力し、河川敷や堤防に不法投棄された
物の清掃を実施しました。

当工場の生産活動への理
解を深めて頂くためにも、
本活動を通じ、地域・社会と
のコミュニケーションを継
続して取り組んでいきます。

岡山工場
毎年全国安全週間（7/1 ～ 7/7）及び労働衛生週間（10/1

～ 10/7）の期間中に工場外周の清掃を行っています。工場
周辺には総合運動公園や工場などがあるため学生や通勤者、
トラック等の往来があり、雑誌・ペットボトル・空き缶・食
品の包装等のゴミが側溝や道路脇に捨てられています。これ
らのゴミを当社及び協力会社の方から人数を募り、拾ってい
ます。ささやかですが地域環境の美化に今後も貢献していき
ます。

地方自治体等の工場見学の受け入れ

富士山の一斉清掃 地域環境美化活動参加者の皆さんと 工場外周の清掃

職場見学会の様子 参加者の皆さんと 第 13 回犬上川クリーン作戦に参加

緊急対応訓練
（現場対応班による水質確認）
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編集後記

本報告書は、今回で 5 回目の発行となります。

本報告書では、各部門の CSR 活動を検証し、当社

CSR の方向性について報告するため、CSR 活動の

取り組み状況と今後の課題等について、各部門担当役

員及び工場長にインタビューを行いました。

企業に対する社会的責任がより一層厳しく問われて

います。当社は引き続き、ステークホルダーの信頼に

応えるため今後も一層 CSR を推進し、「Can For 

You !」を合言葉に、人と社会と地球にやさしい飲料

容器を提供してまいります。

当社 CSR についてのご指摘等につきましては、真

摯に受け止め、今後に活かしたいと存じます。是非と

も、ご意見・ご感想をお寄せくださいますようお願い

申し上げます。

発行日　2011 年 10 月 1 日
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